








Thermal Conductive Effects of Abutment Teeth 
-Investigation of the relationship between the amount of 
labial shoulder margin and incisal preparation 
for porcelain fused to metal crowns-
FUMISHIRO YANAGIDA SHIGERU KATAOKA SOHICHIROH TSUCHIYA



























































































































































削除幅 1．5mm 2．Omm 2．5㎜ 3．Omm
0．7mm16．34 16．23 16．05 15．77
1．Omm16．45 16．33 16．13 15．82
1．3mm16．65 16．51 16．27 15．92





















0．7mm22．02 21．92 21．76 21．60
1．Omm21．83 21．72 21．5321．34
1．3mm21．34 21．19 20．95 20．71






































































0．7mm30．90 30．87 30．81 30．75
1．Omm 30．48 30．43 30．3630．28
1．3mm 29．59 29．52 29．4129．30

























0．7mm31．15 31．13 31．10 31．07
1．Omm31．05 31．03 31．00 30．96
1．3mm30．84 30．8030．76 30．71
1．6mm 30．54 30．50 30．4430．38
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図13：唇側歯頸部歯髄温度D
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図14：舌側歯頸部歯髄温度E
を示したのは，ショルダー削除幅1．6mmで切縁
削除量3．Ommのモデルで30．38℃を示し，最も温
度が高いのはショルダー削除幅0．7mmで切縁削
除量1．5mmのもので31．15℃で，その差は0．77°C
であった．
　前装冠支台歯形成は，全部鋳造冠などの支台歯
形成に比べ，審美的理由から前装部歯質削除量が
多くなる傾向1°N12）を示すが，生活歯支台では可及
的に削除量を少なくするのが望ましい2・6）．通常
ショルダー削除幅は0．8mm切縁削除量2．Omm
は必要である10’“’12），
　本実験では，測定点Aすなわち髄角部において
シ・ルダー削除幅が増加しても温度低下は起こら
なかった。これは歯質削除量が多くなると熱伝導
率の高い金属9）の厚みが増加し，それが近接する
歯根部設定温度36℃の影響を受けたものと推測
され，今回の条件設定と測定点の位置関係による
ものと考えられる．
　その他の測定部位B～Eにおいては，ショル
ダー削除幅の増加および切縁削除量の増加にとも
ない温度低下がみられるのは，臨床上容易に推測
でき，あらためて削除量が歯髄にあたえる影響に
ついて示唆された．
　また表6，図13，表7，図14をみると切縁削除
量に対して歯髄温度変化が緩やかなのに対して
ショルダー削除幅のそれは急激な変化がみられ
た．これは測定部位が削除部位に接近2）している
ため温度変化が著明になり，逆の場合は緩やかに
なったと考えられる．
　それぞれモデル1～IVの測定点A～Eの歯髄温
度を比較するといずれも髄角部の測定点Aが最低
温度を示し，前装冠生活歯支台歯形成において最
も影響を受けるものと考えられる．そして，髄角
部の温度が最も影響を受けやすい削除部位は切縁
であると考えられることから，切縁削除量に注意
を要するものと思われる．
結 論
　1．髄角部歯髄温度においてはショルダー削除
幅が狭いほど，切縁削除量の増加するほど温度低
下がみられた．
　2．他の測定部位においては，ショルダー削除
幅が広いほど，切縁削除量が増加するほど温度低
下がみられた．
　3．唇側歯頸部歯髄温度においては切縁削除量
の増加に比較してショルダー削除幅の増加に伴う
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温度変化がより著明であった．
　4．最低温度を示した測定部位は，すべての条
件において髄角部であった．
柳田他：支台歯の熱伝導解析一陶材溶着鋳造冠支台歯形成における唇面ショルダー幅および切縁削除量との関係一
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